






要約:オロット酸尿症の原因と考えられるオロット酸ホスホリボース転移酵素(OPRT)とオ

ロチジン酸脱炭酸酵素(ODC)の cDNA をヒト胎盤から分離,その塩基配列を決定し,それから

酵素タンパクの一次構造を推定した。そして両酵素は融合して一つの UMP 合成酵素を形成

しており,その N一末端側に OPRT,C 一末端側に ODCドメインを含むことを見出した。次に

患者では,これら 2つの活性は健常者にくらべ非常に低い洲本酵素の mRNA を比較したとこ

ろ,大きさ,量ともにほぼ同じであった。 


